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新年あけましておめでとうございます。
2024年は皆様にとってどのような年だったでしょうか。1月1日の能

登半島地震は大きな衝撃でした。まさかお正月、元旦になぜ、という思
いでした。甚大な被害をもたらし、現在もその影響が続いています。関
係の皆様には心よりお見舞い申し上げます。大雨・台風被害や猛暑など、
相変わらず自然は私たちに試練を与え続けています。お城山が崩れるこ
となど考えてもみませんでした。

2023年５月新型コロナウイルス感染症は「５類感染症」に移行し、生活
はコロナ前の日常に近づいていると実感しますが、発症する患者さんは
まだまだ多く、高齢の方や基礎疾患のある方は重症になるケースがあり
ます。コロナはもう過去のものだと油断していませんか？引き続き手洗
い・手指消毒やマスク・咳エチケットを心がけていただきたいと思います。
今後、新たな感染症が起きることも想定され、当院では結核病患者の減
少に伴い、結核病床を少し減らしてその分、コロナを含む新たな感染症
に対応できるように対策しています。とは言え、感染対策はコロナに限
らず個人個人が意識を持って行うことが重要です。皆様のご協力をお願
いします。

このところ愛媛でも地震が度々あり、南海トラフが現実味を帯びてきま
した。各医師会でもマニュアルや備蓄などの準備を進めています。当院
では2024年11月に、スタッフの少ない休診日に大地震が起きたという
想定で防災訓練を行いました。

2025年が皆様にとって穏やかで希望の持てる1年になりますように心
よりお祈り申し上げます。当院が引き続き皆様の健康と笑顔を支える存
在であり続けるように職員一同努めてまいります。本年もどうぞよろし
くお願い申し上げます。末筆ですが、私はこの３月で定年を迎え、当院
を退職します。引き続き週１回の外来診療は続ける予定ですが、皆様に
は長い間大変お世話になりました。心より御礼申しあげます。

　　　　令和７年１月１日
院長　阿部 聖裕
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新年のごあいさつ新年のごあいさつ



以前から相互に活用できる
伝達ツール（栄養サマリーな
ど）として活用されていまし
た。2020年度診療報酬改定
で栄養情報提供加算として
新設され、2024年度改定で
は対象が拡大し栄養情報連
携料として新たに新設され
ています（栄養情報提供加算
は廃止）。

当院では昨年から、栄養管理情報提供書による
情報提供を開始しておりますが、地域の病院との
栄養管理の情報共有が少しずつできているように
感じています。

これからも栄養管理に関する情報（必要栄養量、
摂取栄養量、嚥下食コードを含む食事形態や禁止
食品、栄養管理に係る経過など）の共有により、患
者さんにとって適切な栄養管理が継続的に行える
よう取り組んでまいります。栄養管理情報に関す
るご相談がありましたら、お気軽にお声がけくだ
さい。

栄養管理室長　永野 由香里

　自宅での生活や入院後の生活で「どのように対
応すればいいのかわからなくて困っている」という
ケースがあればお気軽にご相談ください。
　これからも地域の皆様と連携を取りながら、多く
の方の支えになり地域に貢献していきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

栄養情報連携とは、患者さんが医療機関や介護・
福祉施設で受けた栄養管理や食事に関する情報が、
転院先施設での栄養管理や在宅支援の場面におい
て途切れることなく提供されるための連携のこと
です。

栄養障害（嚥下障害など）のリスクを来し、医療
機関や介護・福祉施設への入退院を繰り返す患者
さんは高齢化に伴い増加しており、食物アレルギー
などの特別な食事対応が必要な患者さんもおられ
ます。特に嚥下調整食や食物アレルギー食に関し
ては、患者さんの生命
に関わるものであり、
その情報の共有は大
変重要です。

医 療 機 関 と 介 護・
福祉施設との栄養情
報の共有については、

　当ステーションは令和４年６月に東温訪問看護ス
テーションを開設して以降、地域の方々に支えられ
て順調に成長していきました。
　東温訪問看護ステーションは看護師４名、理学療
法士１名、作業療法士１名の合計５名のスタッフが
在籍しています。経験豊富なベテランが多くとても
頼りがいのある事務所となっています。また松山所
属の言語聴覚士が定期的に東温にもきてくれてお
り、看護とリハビリ三職種で密に連携し、様々なケー
スに対して柔軟に対応することができるのが、当ス
テーションの強みであり特徴だと思っております。
　その他、24時間365日対応可能であり、癌の終
末期やご高齢の方が最期まで過ごせれるよう、い
つでも看護師が対応できることも強みの一つだと
考えてます。私たちは、「生きることをかなえる力
になりたい」という想いを胸に、日々訪問させてい
ただいています。「本当の課題はなにか、何が解決
の糸口になるのか」一つひとつの事象を丁寧に紐解
き、最適解を提案するのは得意だと自負しています。

医 医 心 伝 心心 伝 心
栄養情報連携のおはなし

繋がる地域医療連携

地 域 の 輪地 域 の 輪地 域 の 輪 ツクイ東温訪問看護ステーション
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オックスフォードを
訪れる際には、現教授

（Prof. Fredrik  Karpe）
のご自宅にいつも滞
在させていただいて
います。外科専門医
の奥様は相変わらず
診療業務が多忙なた
め、初日の夜は現教
授の十八番Sweden 
家庭料理とワインで
和やかに過ぎて（酔っ
て）いきました。翌日は私が留学していた際の教
授（Prof. Keith　N　Frayn）のご自宅での昼食会
に招かれました（写真２：中庭にて）。今年出版さ
れた医学書をお土産として頂きましたが、私が滞
在していた約20年前と同様にクロスカントリー
を駆け抜け、英国の教科書を書き続けている前教
授のライフスタイルと英国紳士としての姿勢に改
めて感銘しました。最終日は留学施設（写真３：
Oxford Centre for Diabetes, Endocrinology 
and Metabolism）を訪問し、愛媛医療センター

で携わっている心臓リハビ
リテーションに関する意見
交換を行いました。帰国後
かなりの時が過ぎた今でも
家族のように迎えてくれる
オックスフォードの人々の
暖かさに感謝するととも
に、学んできたことを現在
の日常診療に少しでも還元
できればと思っています。

特命副院長　舩田 淳一

８月下旬より英国（オックスフォード）を訪れる
機会がありました。帰国後も数年毎に訪れていま
したが、コロナ禍により９年ぶりの訪問となりま
した。久々の訪問で出国前の気分は高揚していま
したが、ウクライナ問題でロシア上空を飛べない
ため、アラスカ・北極点経由のエコノミーフライ
トは14時間半を要し、腰痛持ちの私にはまさに
修行の様相を呈しました。まず、ロンドン入りし
国立病院機構循環器グループの共同演者として
３演題を登録したヨーロッパ心臓病学会（現在、
世界最大規模の心臓病学会と思われます）に参加
しました。

その後、オックスフォード大学を訪問しました。
今夏、天皇皇后両陛下が数十年ぶりに訪れたこと
で紹介されましたのでオックスフォードの町並み
を目にした方も多いのではと思います。ハリー
ポッター・ホグワーツ魔法学校のモデルとなった
クライストチャーチに代表される町並みは中世に
タイムスリップしたかの錯覚に陥ります（写真１：
サウスパークからの風景）。欧米において学問と
歴史の中心とされる緑豊かなオックスフォードの
街を是非訪れてみてください。

写真１

英国　オックスフォード訪問記英国　オックスフォード訪問記

visit in Oxford England

写真２（左端がKarpe教授、右端がFrayn教授）

写真３
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今年度、医療安全
部会では院内での生
体情報モニター（主に
心電図、血中酸素飽
和度、以下モニター

とします。）に関するアラームの適切な対応に向け
て取り組んでいます。

病院に勤務する医療従事者にとってモニターは
患者さんの状態を把握する上で重要な役割をして
います。アラームは患者さんの状態変化を速やか
に教えてくれるものですが、その中には電極外れ
や電池切れなど使用方法が適切でない場合に発生
するアラーム（テクニカルアラーム）も含まれます。
このようなアラームが多い環境では、業務の煩雑
さが増すだけでなく、アラームに対する危機意識
が低下する可能性も考えられます。対応が遅れる
ことで患者さんに与える影響は大きく、そのよう
な事態は避けなければなりません。

モニターアラームの対応不備によるヒヤリハッ
トを減らせるように医師、看護師、臨床工学技士、
事務職で構成した「モニター対応グループ」が病棟
ラウンドを通して、患者さんへのモニタリングの
必要性の評価や電極貼り替え時期の徹底などマ
ニュアルで決められた内容が定着しているかを確
認しています。

また、テクニカルアラームに焦点を当てた内容
で研修を開催し、個々がテクニカルアラームにつ
いての理解を深め、患者さんの状態変化に迅速に
対応するためのモニター管理であることの再確認
をしました。さらに、日々の業務の中で使用する
モニターが患者さんの状態に合わせたアラーム設
定とすることで不要なアラームを減らし、適正に
使用ができるように努めています。

これからも患者さんの安全を守りながら医療の
提供ができるよう努めていきたいと考えています。

手術室　副看護師長　八木 忍

医療安全
管 理 室
だ よ り
こんなことしています

医療安全
管 理 室
だ よ り
こんなことしています

モニターアラームの適切な対応に向けて

新年あけましておめでとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。

寒さが厳しくなってくるこの時期は、うどんや
ラーメンといった麺類やお鍋、グラタン、シチュー、
おでんなど…。何だかホッとするようなメニュー
が恋しくなりますね。

最近は、コンビニエンスストアでも冬の定番商
品となっている「おでん」ですが、中でもダシのよ
く染みた「大根」は、年齢を問わずファンの方も多
いのではないでしょうか。今回は、そんな人気の
食材「大根」についてお話します。

古くは、紀元前2200年の古代エジプトの時代に
は、今のハツカダイコンに近いものが栽培されて
いたそうで、ピラミッド建設労働者の食糧とされ
ていたとの栽培記録もあるそうです。その後、ユー
ラシア大陸の各地へ、そして、弥生時代には日本

にも伝わり、現在では全国各地で110種類以上も
の品種が栽培されるようになってきました。「大根」
という名は、大きな根を意味する大根（おおね）か
ら付けられたようです。

ふろふき大根や煮込み料理、味噌汁などの汁物
の具材には勿論ですが、サキ（先端部分）は、汁が
少なく辛味もある為、大根おろしなどの薬味とし
てよく使われます。また、クビ（葉に近い部分）は、
汁が多くて甘い為、サラダや刺身のつまにするな
ど生で食べるメニューがオススメです。

食べたり飲んだりする機会が多くなりがちな時
期ですが、大根には、ジアスターゼという成分が
含まれており、消化を助けてくれる働きがありま
す。

年末年始の少し疲れた胃には、やさしい食材で
すね。

今年も皆様にとって、よい年となりますように。

四季燦餐四季燦餐
～大根の巻～～大根の巻～

ワシは
ふろふきや

おでんに
志願します

この表示がテクニカルアラーム！



臨床検査室見学臨床検査室見学調剤体験調剤体験

森本消化器外科医長から手術の説明を受ける森本消化器外科医長から手術の説明を受けるリハビリ体験リハビリ体験

被爆防護衣体験被爆防護衣体験

ガウンテクニック体験ガウンテクニック体験
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赤いのが見える？

ここにあるのが⋯

手術の最中に横のオペ室に入ったり、手術中の
体の中をモニターで見ることができて貴重な体験
ができた。

S.Iさん

関係者以外入れない所だったり、普通見ること
ができない手術とかが見られていい経験になった。

F.Rさん

普段見るような病院ではなく、医療関係者の方
が入るところに入るなど貴重な体験をして、医療
に興味が湧きました。

Sさん

これから患者として病院に来たとしても、絶対
に体験できないような貴重な経験になりました。

O.Hさん

めったに入れない手術室や、白衣を着られてう
れしかったです。

Y.Kさん

2024年10月24日（木）、『東温市ジョブチャレン
ジ2024』の一環として、地元重信中学校の２年生
５名が当院を訪れ、医療現場の一部を体験しまし
た。

一般の方が入ることのできない、手術室や、臨
床検査室を見学したり、リハビリの体験や、薬剤
部での調剤体験、放射線科での被爆防護衣の着用
など、医療者側からの視点や体験に目を輝かせて
いました。

今回の体験を機に、一人でも多くの生徒さんが
医療者を志してくれたら嬉しく思います。

参加者から、一言ずつ感想を寄せていただきま
したので、ご紹介します。

東温市ジョブチャレンジ 2024東温市ジョブチャレンジ 2024
その先に見えるもの



らしができ、個性ある作品を展示することで障害
に負けない一人ひとりの熱い想いを訴えているよ
うに感じた」と、作品から入所者さんの感情を読み
とっていました。

残念ながら新型コロナ感染症の影響により、入
所者さんとの交流は叶いませんでしたが、このよ
うな施設の必要性や取り組みを、今後看護者とし
て携わる者として、アピールすることが必要だと
語る学生の思いに胸が熱くなりました。受け入れ
ていただいた、淡路ふくろうの郷の皆様にも深く
感謝したいと思います。

教員　佐伯 香織

当校は、2024年度で閉校となるため、新カリキュ
ラム運営は１回限りです。だからこそ、最初で最
後のアニバーサリー年度に卒業予定の第21期生に
対し、学外授業２科目（「看護の統合と実践Ⅲ」「災
害看護Ⅱ」）と教科外活動（教育研修として中国四国
地区国立病院機構・国立療養所看護研究学会の聴
講）とを組み合わせ、豪華な１泊２日（９月６、７日）
での研修を行いました。今回は、「看護の統合と実
践Ⅲ」の学外授業についてご紹介します。

この科目では、地域共生社会の実現のための取
り組みを知ることを目的に、「特別養護老人ホーム
淡路ふくろうの郷」の施設見学を行いました。淡路
ふくろうの郷は、ろうあ者・盲ろう者の方々への
人としての尊厳、コミュニケーション、
人権を大切にした特別養護老人ホームで
す。

事務長さんや看護師長さんからの講義
後、施設内を見学した学生は、展示され
ている多くの作品に感銘し「人権が無視
され十分な教育が受けられなかった視聴
覚障害者が、この施設に入所され文字を
学び、働き、主体性と個人を尊重した暮
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ば
な
い
と
か･･･

。

そ
れ
で
も
、
無
駄
に
広
い
敷
地
内
全

て
に
は
手
が
回
ら
ず
、
目
立
つ
部
分
だ

け
と
な
っ
て
い
る
の
は
否
め
な
い
。
何

し
ろ
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
雑
草
の

回
復
力
と
言
っ
た
ら･･･

ゴ
キ
ブ
リ
並

み
の
繁
殖
力
だ
。
私
は
こ
れ
を
密
か
に

「
ウ
ィ
ー
ド
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
呼
ん
で

い
る
。
き
れ
い
に
刈
っ
た
広
場
も
、
ひ

と
月
も
す
れ
ば
、
密
林
状
態
だ
。
草
刈

り
が
完
了
す
る
日
は
永
遠
に
訪
れ
な
い

だ
ろ
う
。

雑
草
と
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
で
日
を
送

り
な
が
ら
も
、
密
か
な
楽
し
み
も
あ
る
。

通
常
の
生
活
を
送
っ
て
い
れ
ば
、
ク
ロ
ー

ラ
ー
を
履
い
た
車
両
を
操
縦
す
る
機
会

な
ど
先
ず
無
い
。
が
し
か
し
、
私
は
そ

の
機
会
に
恵
ま
れ
た
わ
け
だ
。

ク
ラ
ッ
チ
を
切
っ
て
信
地
旋
回
を
す

る
と
き
な
ど
、
気
分
は
も
う
映
画
の
登

場
人
物
。「
戦
略
大
作
戦
」
の
Ｄ
・
サ
ザ
ー

ラ
ン
ド
扮
す
る
オ
ッ
ド
ボ
ー
ル
軍
曹
か
、

あ
る
い
は
「
フ
ュ
ー
リ
ー
」
の
Ｂ
・
ピ
ッ

ト
扮
す
る
ウ
ォ
ー
ダ
デ
ィ
ー
軍
曹
か･･･

草
刈
り
機
を
駆
っ
て
躍
進
し
つ
つ
、「
パ

ン
ツ
ァ
ー　

フ
ォ
ー
」
と
ア
ニ
メ
、
ガ
ー

ル
ズ
＆
パ
ン
ツ
ァ
ー
の
名
台
詞
を
口
に

す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

ぶ
っ
ち
ゃ
け
て
言
え
ば
、
ア
ホ
な
こ

と
で
も
や
っ
て
な
い
と
、
雑
草
軍
団
と

対
峙
な
ど
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

草
刈
り
と
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

多
く
の
時
間
を
費
や
す
日
々
、
い
っ
そ

モ
ウ
ア
ー
軍
曹
（m

o
w

e
r

は
草
刈
り
機

の
意
）と
で
も
名
乗
ろ
う
か
、
と
思
う
今

日
こ
の
頃
。

来
院
し
た
際
、
乗
用
草
刈
り
機
に
乗
っ

て
い
る
職
員
を
見
か
け
た
ら
、
楽
し
そ

う
に
戦
車
隊
ご
っ
こ
し
て
い
る
な
ぁ
、

と
生
暖
か

い
目
で
見

守

っ

て

や
っ
て
く

だ
さ
い
。

樹
懶
菴

淡路ふくろうの郷前で記念撮影淡路ふくろうの郷前で記念撮影

ち
ょ
っ
と
言
い
放
し

ょ
っ
と
言
い
放
し

愛
媛
医
療
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員
の
持
ち
回
り
で
お
届
け
し
ま
す
。

看護学校の頁看護学校の頁  ～学び舎から～～学び舎から～ 「淡路ふくろうの郷」見学を通して
学外授業で学外授業で感動感動

歴戦の相棒歴戦の相棒



外 来 診 療 担 当 医 表
診　療　科 診察室 午前・午後 月 火 水 木 金

循 環 器 内 科 ６診
午前

舩　田
舩　田 関　谷

岩　田 関　谷
午後 堀　江 舩　田

消 化 器 内 科
９診

午前
古　田 廣　岡 久　保 加　藤 久　保

午後
11診 午前 加　藤
12診 午前 奥　平

呼 吸 器 内 科

10診
午前

阿　部 伊　東 佐　藤 三　好
伊　東

午後 田　邉

11診
午前

渡　邉 仙　波
午後

８診
午前 山　本
午後 三　好

脳 神 経 内 科
８診 午前 尾　原

12診
午前 尾　原 戸　井

戸　井
午後 大八木

整 形 外 科
14診 午前 石　川
15診 午前 宮　本 青　木 宮　本
16診 午前 青　木 玉　井 石　川 玉　井

リハビリテーション科 15診 午前 曽我部 曽我部

消 化 器 外 科 14診
午前 鈴　木 森　本
午後 石　丸

呼 吸 器 外 科 14診 午前 湯　汲
小児科（神経外来） 14診 午後 菊　池 桑　原 菊　池

専門外来（予約制） 月 火 水 木 金
心 臓 外 科 外 来 16診 泉　谷
ペ ー ス メ ー カ ー 外 来 16診 第２・４（午後）
糖 尿 病 外 来 11診 蔭谷（第４）
フ ッ ト ケ ア 外 来 小児面談室 第１・３・５
ス キ ン ケ ア 外 来 救外 第１・３（午前）
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 12診 山内（午前）
じ ん 肺 外 来 16診 西村（第１午前）
ア ス ベ ス ト 外 来 14診 午　後 午　後
息 切 れ 外 来 11診 渡邉（13：30～）
Ｓ Ａ Ｓ 外 来 11診 渡邉（14：00～16：00）
頭 痛 外 来 16診 永井（第２・４午前）
神 経 難 病 ８診 橋　本
鼠 径 ヘ ル ニ ア 外 来 14診 鈴木（午前）
気 胸 外 来 14診 湯汲（午前）
Ｎ Ｔ Ｍ 外 来 ８診 第２･４（13：30～15：30）

独立行政法人国立病院機構　愛媛医療センター
〒７９１－０２８１  愛媛県東温市横河原３６６　ＴＥＬ ０８９-９６４-２４１１　ＦＡＸ ０８９-９６４-０２５１
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東温市役所

東温市図書館

文

重信中学校
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みなみぐち文

文

文

文

北吉井小学校

横河原郵便局

文

〒

文
東温高校

文

文

松山刑務所

天然温泉 利楽

東温消防署

愛媛医療センター

愛媛医療センター

川上小学校
文

当 院 の 位 置 と 交 通

高速道路川内ICまでの所要時間 
　●三島川之江IC（７０ｋｍ） 　        ５０分
　●高松西IC（１３０.９ｋｍ）　　１時間３０分
　●徳島IC(１７０．９ｋｍ）　　 　１時間５０分
　●高知IC（１３０．１ｋｍ)　　 　１時間３０分
　　（川内ICから当センターまで車で５分）

交通機関
　電　　車　伊予鉄高浜横河原線横河原駅下車徒歩７分
　　　　　　または、愛大医学部南口駅下車徒歩3分
　バ　　ス　伊予鉄松山市駅川内方面行横河原下車徒歩１０分
　自家用車　松山市から３０分　伊予市から４０分　西条市から６０分
　　　　　　無料駐車場完備

※外来受付は８時30分から11時までです。ただし、土・日・祝祭日・年末年始（12月29日～１月３日）は休診です。
※ＳＡＳ（睡眠時無呼吸症候群）・ＮＴＭ（抗酸菌症）

 2025年１月１日現在

※弊紙の基本方針として、掲載写真については原則ご本人様の了解をいただいております。

※弊紙へのご意見ご要望ご感想は、当センター内病院新聞編集委員会（担当：小倉）までお寄せください。

8 愛媛医療センターニュース　石鎚　第78号

現在、当院では外来診察室の工事を行っており、診察場所が変更となる場合が
あります。
診察場所について、ご不明な点があれば、医事受付窓口までお問い合わせください。


